
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

遺言書の書き方指南 
  

大大ききなな注注意意点点                禁禁忌忌事事項項 
 
①  自らが自らの手で書くこと  ①ワープロで作成するのはダメ！  
②  日付を書くこと       ②ビデオで自分を映して遺すこともダメ！  
③  署名すること  
④  署名のあとへ判子を押すこと     
 
          ～それでは遺言を書いてみましょう～  
        
その１ まず、標題「遺言書」と書きます  
 
 
その２ 遺言の内容を書く（具体的には次回のフレンズ通信で）  

例えば  

「全ての財産を長男に相続させる」  

「不動産は妻に、その他は長男に相続させる」  

 

その３ 日付を入れましょう  

                 

 

 

 

 

その４ 署名をしましょう  

 
その５ 最後に判子を押しましょう  

（実印、認印なんでも OK です）                  
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フレンズ通信 

～身近な法律知識や解決方法についてわかりやすくお届けしております～ 
バックナンバーも是非ご一読下さい！ 
◎「フレンズ通信」バックナンバーについては以下の URL でご覧いただけます。 

http://www.friends-friends.jp/friends-comm.html 
司法書士法人 フレンズ 
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